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令和元年度 工事監査結果報告書 

 

１ 実施期間   令和元年１１月１日～１２月２７日 

         工事担当課聴取及び現地調査：令和元年１１月１３日 

 

２ 監査執行者  守谷市監査委員  髙 瀬 尚 則 
         守谷市監査委員  川 名 敏 子 

 

３ 監査の種類  地方自治法第１９９条第５項の規定に基づく監査 

 

４ 監査の対象  守谷市中央公民館改修建築工事 

         守谷市中央公民館改修機械設備工事 

         守谷市中央公民館改修電気設備工事 

         守谷市中央公民館改修工事監理業務 

 

５ 監査の方法 

 工事の執行が適正かつ合理的，効果的に行われているかどうかに重点を置き，

あらかじめ提出を求めた資料・関係書類の調査検討を加えるとともに，この監

査に当たっては工事技術に関する専門知識を必要とするため，特定非営利活動

法人「地域と行政を支える技術フォーラム」と工事技術調査業務委託契約を締

結し技術調査を委託した。 

 専門技術士は，監査委員から事前に送付した工事等関係書類の調査を行った

後，監査委員同席・同行のもと，関係職員及び工事関係者から説明を聴取する

とともに現地を検証した。 

 

６ 監査の結果・意見 

 対象工事に係る予算の執行及び事務の処理状況は，概ね適正に執行されてい

ると認められた。技術的観点については，別添の「工事監査に伴う技術調査報

告書」（特定非営利活動法人「地域と行政を支える技術フォーラム」作成）のと

おりであり，全体として概ね適正であると報告された。 

 しかしながら，今回の工事では，設計着手後に確認されたアスベスト対応に

より追加設計及び工事が発生し，予算の拡大や工程の遅れが見られたところで

ある。 

 「技術調査報告書」にあるとおり，予算の拡大は市の公共施設全体の中長期

的施設保全計画にも影響を及ぼすので，工事事前調査方法の検討を求めるとと

もに，工程の遅れに関しては，安全に十分配慮した工程の見直しを実施し，令

和２年４月の供用開始を目指してもらいたい。 
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 また，些細なところではあるが，若干の書類等の不備が見られたので改善を

お願いする。 

 なお，「技術調査報告書」の１６，１７，２０ページに記載のある，調査当日

（令和元年１１月１３日）に確認できなかった「変更追加工事請負金額の根拠

資料」については，後日，監査委員２名で当該関係書類を確認した。 

 

 


















































